新政無所属の会
井上　 均
インクルーシブ教育による多様な学びは？
Q　インクルーシブ教育の取り組みと特別支援教育や通級指導との関係性、合理的配慮により普通教室で個性や強みを発揮できる学びを保障しているか。
A　子どもたちが同じ場で共に学ぶと同時に、将来の自立と社会参加を見据えながら、個に応じた指導を提供できる学びの場が重要であると考えています。
具体的には、小中学校における通常の学級、通級による指導、特別支援学級といった「多様な学びの場」を保障しています。

Q　インクルーシブ教育が一斉授業にどのような変化をもたらしたのか。また、多様な学びの学校経営を行えるように通知する考えは。
A　教員が児童生徒の特性や発達障害による学びにくさの理解を深めることで、全ての子どもが共に「学びあう」「教えあう」という授業スタイルの構築につながっています。
　多様な学びの学校経営につきましては、既に各校が公開授業や研究会などでの発信や研修会での交流などの取り組みを進めており、新たな通知を出す考えはありません。
※インクルーシブとは全ての人々が認め合い共生する社会を目指すもの。


公明党
竹内　典子
学校体育館の空調設備の整備を
Q　近年の気温の異常な上昇による熱中症のリスクを考えると、子どもたちの教育活動の安心・安全を確保するため、学校体育館の空調設備の整備を進めなくてはならないが、整備計画は。
A　今回国が創設した「空調設備整備臨時特例交付金」を活用し、災害時のみならず、子どもたちの熱中症対策の一つとして整備を進めていきたいと考えています。

地域交通の利便性向上を
Q　近江鉄道の駅近くに駐車場があると利用しやすくなるパークアンドライドを推進しては。
　また、長峰団地では、ちょこっとタクシーの停留所が自宅から遠く、利用しづらいという声があるが。
A　パークアンドライドは、蒲生地区など近江鉄道本線の駅周辺で実施の可能性について調査を進めています。
　タクシー停留所の設置は、おおむね半径３００メートル以内に１カ所を基本としています。停留所の移設や増設には国の許認可が必要ですが、地域の実情を調査し、可能な限り要望に応えていきます。長峰団地は勾配のある地域でもあり、自治会とも協議し、停留所を４カ所増設し、３カ所を移動する予定です。

一般質問

日本共産党議員団
廣田　耕康
Ｑ　世界の平均気温が昨年過去最高を記録するなど、地球温暖化による異常気象が国民生活に大きな影響を与えている。このような中、昨年政府は新たな交付金を創設し「学校体育館の空調設備設置率を今後１０年間で９５％まで引き上げる」との目標を掲げた。
　市は昨年の９月議会で「県下１３市中６市が学校体育館へのエアコン設置を準備している」として、「先進地視察を行う」と答弁しているが、
①先進地視察の結果と対応は。
②本市でも小中学校体育館へのエアコン設置を急ぐべきでは。
③１体育館当たりの工事額と設置時期はいつ頃か。
Ａ　①昨年９月に先進地視察を行い、体育館の見学と事業費、設備の詳細、断熱工事などの説明を受け、整備検討の参考としました。
②国の新交付金を活用し、災害時のみならず子どもの熱中症対策の一つとして、エアコン整備を進めていきます。
③１億円から１億５千万円で、６月補正予算で整備に伴う設計予算を計上していく予定です。


日本共産党議員団
田郷　 正
Ｑ　第２期中心市街地活性化基本計画の東西連絡通路について、市は「中心市街地における生活利便性の向上や来街者の増加につながる」「近江鉄道八日市駅には５本の線路と二つのホームがあり、３０メートルの幅を超える連絡通路の整備に当たっては技術的課題などの整理を行い、整備方針を定める必要がある」としている。鉄道事業者および関係機関との協議を行い、実現性、工期、費用面などから最適案を検討したと概略図を示したが、
①連絡通路建設の目的は。
②工期と費用は。
③近くに清水と松尾踏切もあり、何人の利用を考えているのか。
④根拠なき計画は市民の理解が得られない。計画そのものを見直すべきではないか。
Ａ　①延命公園の再整備に連動した重要な施策で、駅西側の土地活用の促進を図り、駅周辺の利便性の向上と回遊性を高めるものです。
②工期および費用は構想段階であり未定です。
③構想段階であり、今後精査していきます。
④計画そのものを見直すことは考えていません。


太陽クラブ
辻　 英幸
Ｑ　本市の学校給食の現状について、
①材料費は保護者負担が原則であるが、令和７年度予算で昨今の米・野菜価格の高騰に対処できるのか。
②献立の見直しのため毎日残食を計量しているとのことだが、おかずの残食率は何％か。
③牛乳を残す子どもが多いと聞くが廃棄率は。
④食物アレルギーを有する児童生徒は何％か。
⑤東近江市学校給食運営委員会の給食費改定の答申では、付帯意見に市独自の施策を希望するとあるが検討はしたのか。
Ａ　①価格変動が大きいため動向を注視していきます。
②残食率は１３．３%です。
③牛乳の廃棄率は、夏場の調査で小学校５．１％、中学校６．６%。冬場の調査で小学校６．５%、中学校２３．５%です。
④令和６年４月１日現在、小学生で３．０%、中学生で２．６%です。
⑤検討を重ねているところであり、今後関係機関との協議・調整を進めていきます。


